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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 塩 化 チ タ ン 溶 液 か ら 二 酸 化 チ タ ン を 製 造 す る 方 法 で あ っ
て 、
a.　 塩 化 チ タ ン 溶 液 に 化 学 制 御 剤 を 添 加 し て 原 料 溶 液 を 形 成 し 、
b.　 溶 液 を 加 水 分 解 し 、

c.　 生 成 物 を 焼 成 し 、 及 び
d.　 焼 成 し た 生 成 物 を ミ リ ン グ し て 、 基 本 的 な ナ ノ サ イ ズ 粒 子 を 遊 離 す る こ と を 含 む 前 記
製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 前 記 加 水 分 解 工 程 が 溶 液 の 一 部 を 連 続 的 に 蒸 発 さ せ 、 溶 液 中 で チ タ ン
を 加 水 分 解 し て TiO 2 を 形 成 し 、 溶 液 の 残 り を 蒸 発 さ せ る 、 請 求 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 加 水 分 解 の 際 に 、 塩 酸 が 形 成 さ れ 、 水 が 除 去 さ れ る 請 求 １ に 記
載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 塩 酸 及 び 水 を 回 収 す る 請 求 ３ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 加 水 分 解 を 噴 霧 乾 燥 機 で 行 う 請 求 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 噴 霧 乾 燥 機 の 温 度 が 120℃ ～ 350℃ の 範 囲 で あ る 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法
。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 噴 霧 乾 燥 機 の 温 度 が 200℃ ～ 250℃ の 範 囲 で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法
。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 化 学 制 御 剤 が 金 属 の 塩 化 物 塩 、 フ ッ 化 物 塩 、 硫 酸 塩 、 炭 酸 塩 、 燐 酸 塩
、 燐 酸 、 及 び そ れ ら の 混 合 物 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 請 求 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 化 学 制 御 剤 が シ ュ ウ 酸 、 ク エ ン 酸 、 ス テ ア リ ン 酸 か ら な る 群 か ら 選 択
さ れ る 有 機 酸 、 こ れ ら の 有 機 酸 の リ チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム 、 又 は ア ン モ ニ ウ ム 塩
、 ポ リ ア ク リ レ ー ト 、 グ リ コ ー ル 、 シ ロ キ サ ン 、 及 び そ れ ら の 混 合 物 か ら な る 群 か ら 選 択
さ れ る 請 求 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】 　 さ ら に 、 シ ュ ウ 酸 、 ク エ ン 酸 、 ス テ ア リ ン 酸 か ら な る 群 か ら 選 択 さ
れ る 有 機 酸 、 こ れ ら の 有 機 酸 の リ チ ウ ム 、 ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム 、 及 び ア ン モ ニ ウ ム 塩 、
ポ リ ア ク リ レ ー ト 、 グ リ コ ー ル 、 シ ロ キ サ ン 、 及 び そ れ ら の 混 合 物 か ら な る 群 か ら 選 択 さ
れ る 化 学 制 御 剤 を 含 む 請 求 ８ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ １ 】 　 化 学 制 御 剤 が ナ ト リ ウ ム 、 カ リ ウ ム 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 錫 、 亜 鉛 の 塩

水 ナ ノ サ イ ズ

原 料 て 生 成 物 を 形 成 し こ こ で 加 水 分 解 は 制 御 し た 温 度 を 用 い て 行
わ れ 、 す べ て の 蒸 発 プ ロ セ ス は 原 料 溶 液 の 沸 点 よ り も 高 い が 、 生 成 物 の 焼 成 温 度 よ り も 低
い 温 度 で あ り 、
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化 物 塩 、 炭 酸 塩 、 フ ッ 化 物 塩 、 硫 酸 塩 、 燐 酸 塩 、 及 び そ れ ら の 混 合 物 か ら な る 群 か ら 選 択
さ れ る 請 求 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ２ 】 　 無 定 形 酸 化 チ タ ン の 薄 膜 が 加 水 分 解 の 際 に 形 成 さ れ る 請 求 １
に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ３ 】 　 無 定 形 酸 化 チ タ ン が 1～ 100μ mの 範 囲 の 直 径 及 び 30～ 1000ナ ノ メ ー
タ ー の 範 囲 の 膜 の 厚 み を 有 す る 薄 膜 の 膜 球 を 含 む 請 求 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ４ 】 　 原 料 溶 液 が 塩 化 チ タ ン の 加 水 分 解 を 避 け る た め の 条 件 下 で 減 圧 蒸 発
に よ り 最 初 に 濃 縮 さ れ る 請 求 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ５ 】 　 焼 成 を 450℃ ～ 1100℃ の 範 囲 の 温 度 で 行 う 請 求 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ６ 】 　 焼 成 を 600℃ ～ 900℃ の 範 囲 の 温 度 で 行 う 請 求 １ に 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ７ 】 　 二 酸 化 チ タ ン の 平 均 直 径 が 10～ 60ナ ノ メ ー タ ー の 範 囲 で あ る 請 求
１ に 記 載 の 方 法 。
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